
ダコニール1000 1000倍 5.0 94.0 7.8 91.3 －

アミスターオプティフロアブル 1000倍 7.0 91.6 9.7 89.1 －

トリフミン水和剤 3000倍 32.2 61.3 41.4 53.6 －

アフェットフロアブル 2000倍 63.9 23.3 67.8 24.1 －

【参考】

ベルクート水和剤 6000倍 20.0 76.0 28.6 68.0 －

カンタスドライフロアブル 1000倍 65.6 21.2 66.7 25.3 －

ロブラール水和剤 1000倍 67.5 19.0 100 80.3 10.1 －

アミスター20フロアブル 2000倍 66.7 19.9 70.0 21.6 －

無 処 理 100 83.3 － 100 89.3 － －

注)薬剤散布：8/6, 21  病原菌接種：8/7に1×105個/mLに調整した病原菌の分生子懸濁液を噴霧接種した．
1)発病度＝｛Σ（指数×発病程度別葉数）/4×調査葉数｝×100

 2)防除価は発病度から算出した．

 3)薬害： －薬害なし． ±軽微な薬害が認められるが、実用上問題なし． ＋薬害あり．

表1　ミニトマトすすかび病に対する各薬剤の防除効果（2012）

供 試 薬 剤 希釈倍数
第1回目調査（最終散布7日後） 第2回目調査（最終散布14日後）

薬 害
発病葉率(%) 発病度

1)
防除価

2) 発病葉率(%) 発病度
1)

防除価
2)

20.0 31.1

24.5 36.7

67.8 76.6

88.9 98.9

58.9 78.9

97.8 97.8

88.9

92.2 97.8

　指数　0:いずれの小葉にも病斑を認めない、1:調査小葉の1/3未満に病斑が認められる、2:調査小葉の1/3以上2/3未満に病斑が
　　　　　認められる、3:調査小葉の2/3以上に病斑が認められる、4:全小葉に病斑が認められる．

ミニトマトすすかび病に対する各種薬剤の防除効果 

 

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

  ミニトマトすすかび病は、葉かび病耐病性品種の導入により顕在化した病害であるが、

登録薬剤が少なく、各種殺菌剤の防除効果に関する知見が少ない。また、一部特別栽培

に取り組む産地もあり、特別栽培でも使用可能な農薬で本病に効果のある殺菌剤選定も

求められている。このため、本病に対する各種殺菌剤の防除効果について検討し、防除

対策の基礎資料とする。 

（２）情報・成果の要約 

１）ミニトマトすすかび病に対し、ＴＰＮを含む殺菌剤（ダコニール１０００、アミス

ターオプティフロアブル）の防除効果が高い。 

２）次いで、トリフミン水和剤およびジーファイン水和剤も比較的防除効果が高い。 

 

２ 試験成果の概要 

（１）2012年に現地ミニトマトほ場から採取したすすかび病菌の分生子を接種して殺菌剤の

防除効果比較を行った結果、TPN を含む殺菌剤（ダコニール 1000、アミスターオプティ

フロアブル）は防除価 90 前後で防除効果が高く、次いで、トリフミン水和剤は防除価

50 以上と防除効果が比較的高い結果であった。なお、いずれの処理区も薬害等の発生は

認められなかった（表１）。 

（２）2013 年、前年に最も効果の高かったダコニール 1000 と特別栽培に対応可能な薬剤等

も含め防除効果を比較した結果、ダコニール 1000 の防除価が 80 以上と防除効果が高か

った。次いで、特別栽培でカウントされないジーファイン水和剤の防除価が 50以上と防

除効果が比較的高く、発病前～極初期の予防散布での使用が可能と考えられた（表２）。 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 利用上の留意点 

（１）防除効果の高かった薬剤の中で、ペンコゼブフロアブルで果実に軽微な薬斑が残ることがあ 

ったが、実用上問題ない程度であり、展着剤加用により軽減可能である。 

（２）ベルクート水和剤、カンタスドライフロアブル、アミスター20フロアブル、ロブラール水 

和剤、ファンタジスタ顆粒水和剤、トップジンＭ水和剤、ペンコゼブフロアブル、イオウフ 

ロアブルおよびカリグリーンについては、ミニトマトすすかび病での登録はない。 

※アミスター20フロアブルについては、ミニトマトに登録なし。 

４ 試験担当者 
環境研究室 主任研究員 安田文俊 

研  究  員 松村和洋 

室     長 田中 篤  

ダコニール1000 1000倍 6.7 92.2 13.9 85.1 －（－）

ジーファイン水和剤 1000倍 23.9 72.2 45.2 51.4 －（－）

園芸ボルドー 500倍 59.5 30.9 67.8 27.1 －（±～＋）

Ｚボルドー 500倍 68.9 20.0 81.7 12.1 －（±～＋）

【参考】

ペンコゼブフロアブル 1000倍 6.1 92.9 17.0 81.7 －（－～±）

ファンタジスタ顆粒水和剤 2000倍 25.9 69.9 43.6 53.1 －（－）

トップジンＭ水和剤 1500倍 72.8 15.4 80.6 13.3 －（－）

イオウフロアブル 500倍 67.2 22.0 80.0 13.1 －（±～＋）

カリグリーン 500倍 68.6 20.3 82.2 11.6 －（－）

無 処 理 86.1 － 100 93.0 － －

注)薬剤散布：10/2, 18  病原菌接種：10/3, 18に1×105個/mLに調整した病原菌の分生子懸濁液を噴霧接種した．
1)発病度＝｛Σ（指数×発病程度別葉数）/4×調査葉数｝×100

 2)防除価は発病度から算出した．

 3)薬害（汚れ）： －薬害（汚れ）なし． ±軽微な薬害（汚れ）が認められるが、実用上問題なし． ＋薬害（汚れ）あり．

98.9

　指数　0:いずれの小葉にも病斑を認めない．1:調査小葉の1/3未満に病斑が認められる．2:調査小葉の1/3以上2/3未満に病斑が認められる．
          3:調査小葉の2/3以上に病斑が認められる．4:全小葉に病斑が認められる．

87.8 98.9

72.2 81.1

90.0 97.8

85.6 98.9

91.1 94.4

26.7 51.1

発病度
1)

防除価
2)

64.4 74.4

96.7 94.4

24.4 24.4

表2　ミニトマトすすかび病に対する各薬剤の防除効果（2013）

供 試 薬 剤 希釈倍数
第1回目調査（最終散布7日後） 第2回目調査（最終散布20日後）

薬 害（汚れ）
3)

発病葉率(%) 発病度
1)

防除価
2) 発病葉率(%)


